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①泥炭土および泥炭地の名称 

泥炭土あるいは泥炭は，土地によってはスクモ，

サルケ，ネッコなどと呼ばれることがある．泥

炭土は，湿原植物の遺体の分解が不完全なため

に堆積してできたものであるので，有機物のき

わめて多い土壌である． 

わが国では，普通有機物含量が20％以上で，構

成植物が肉眼で判断できるものを泥炭土として

いる．これに対して，植物遺体の分解が進み，

肉眼判定できないものを黒泥と呼んでいる．黒

泥は，泥炭土に比べて一般に黒味が強く，また

せんい質の感じがない．泥炭地とは，排水後20

cm以上の厚さのある泥炭土で被覆された土地を

いう．植物学あるいは地理学の分野での湿原ま

たは湿地とは，湿原植物の生えている場所のこ

とをさしている．したがって湿原植物が生育し

ている場所には，必ずしも泥炭土があるわけで

はない． 

②泥炭土の分類 

わが国の泥炭土の分類はドイツの流れをくみ，

成因による分類と構成植物による分類とが下記

のように併用されている． 

成因による分類 構成植物による分類． 

低位泥炭土―ヨシ泥炭，スゲ泥炭，ハンノ

キーヨシ泥炭など． 

中間泥炭土―ワタスゲ泥炭，ヌマガヤ泥炭，

ホロムイヌゲ泥炭など． 

高位泥炭土―ミズゴケ泥炭など． 

③泥炭地の発達様式 

泥炭地の発達様式には，いろいろの種類がある

が，わが国でもっとも一般的な陸化型泥炭地に

ついて説明することにする． 

いま，沼地から泥炭地が発達する場合を仮定し

よう．図１－Ａに示したように，発達の初期は，

沼地の周辺に先ずヨシ，スゲ，イ，ガマなどが

密生し，毎年その枯死した遺体を水中に沈積し

て泥炭土を堆積する．一方これらの植物の生育

が困難な深い沼の中心部では，風や水の動き，

あるいは水中動物によって，破砕された植物遺

体が，周辺部より運びこまれ，底土と混合しな

がら沈積してゆく．この層は，上部ほど有機物

が多い低位泥炭土である．しかしその堆積過程

から，よく沈積性泥炭土と呼ばれる． 

沈積性泥炭土の堆積によって沼が浅くなり，水

深数ｍになると，沼の周辺部に生育していた植

物群は，図１－Ｂのように次第に周辺部より中

心に向って前進し，ついには沼全体をおおって

しまう．そして沼は，これらの植物遺体で埋め

られ，陸化してしまい，ハンノキやヤチダモの

ような木も生育するようになる．この時代の泥

炭土も低位泥炭土と呼ばれる．このような低位

泥炭土は，わが国ではもっとも一般的なもので

ある． 

沼が陸化して乾燥してくると，図１－Ｃのよう

に比較的乾燥地での生育に適するヌマガヤ，ス

ギゴケ，チリメンゴケなどが生育し，またそれ

と共にヤナギやその他の灌木類も生育する．こ

れらの植物遺体によって発達する泥炭土は，中

間泥炭土と呼ばれる． 

さらに中間泥炭土の堆積が進むにつれて，図１

－Ｄのように，その上部は次第に水面より高く

なり，植物養分の供給が乏しくなる．それとと

もに下部の泥炭土の分解が進み，泥炭地は再び

湿潤化してくる．このような条件下で最もよく

生育できるのは，ミズゴケ類である．ミズゴケ

類の繁茂によって，中間泥炭地の植物群は枯死

してしまう．この時代の泥炭土は，高位泥炭土

と呼ばれ，その生育は全く雨水に依存している．

以上のような順序で，泥炭地が発達した場合に

は，図１－Ｄから分るように，下部から，低位，

中間，および高位泥炭土の順に堆積している． 

また平面的には，図１－Ｅのように同心円状に，

中心部から周辺部に向って，高位，中間，低位

泥炭地の順に分布する．しかしわが国の泥炭地

では，このような典型的な発達過程をたどった

泥炭地は本州では少ないようである．泥炭地の

発達は，地形，気候の変化，河川のはんらん，

火山灰の混入，人為などによって影響を受けや

すい．例えば，河川のはんらんのため，高位泥

炭土から低位泥炭土や中間泥炭土に逆もどりす

るケースは珍しくない． 

泥炭土は，植物の栄養条件からも分類されるこ

とがある．泥炭地の発達過程からも明らかなよ

うに，低位泥炭土は富栄養性泥炭土であり，中

間泥炭土は中栄養泥炭土であり，雨水によって

のみ涵養された高位泥炭土は貧栄養泥炭土であ

る．なお，泥炭土の堆積速度は，種々の方法に

よって測定されているが，その平均値はおおよ

そ１年間に１mmという値が得られている． 

④泥炭地の発達する地形 

泥炭地の発達する地形は，湿原植物の生育と，

生産される有機物の分解を抑制する滞水，ある

いは過湿な条件を有する．以下の地形は，泥炭

地がよく発達する地形である． 

1)氷河作用によってつくられた湖沼 

ヨーロッパや北米大陸の泥炭地の多くは，洪積

時代の大陸氷河の作用によってつくられた湖沼

に発達している 

2)火山作用によってつくられた湖沼 

火山堆積物が，谷部をせきとめたり，陥没作用

によってできた湖沼に泥炭地が発達する． 

3)傾斜地の湧水地帯 

この種の泥炭地は，小規模であるが，山岳部で

よく見られる． 

4)沖積平野の湖沼 

わが国の泥炭地の大部分は，海岸沼沢地，河川

の自然堤防の後背湿地，河川の蛇行跡などに発

達している． 

⑤気候と泥炭地の発達―泥炭地の分布 

世界的にみて，泥炭地がよく発達している地帯

は湿潤な冷温帯下にある．北半球でその南限を

みると，７月の平均気温が20℃の等温線とほ

ぼ一致し，北限は１月の平均気温が－10°～－

15℃である．そして年降水量／年蒸発量の比

が１に近いか，または１以上となっている．７

月の平均気温が20℃を越えると，高位泥炭地

の主要構成植物であるミズゴケの旺盛な生育が

困難となり，一方，１月の気温が低すぎると，

凍結によって泥炭地が破壊される． 

日本列島について，７月の平均気温20℃の等

温線をみると，本州と北海道の間に存在するこ

とが分る．したがって気候的には，北海道はわ

が国の中で，泥炭地の発達にもっとも適してい

ることになる．事実，北海道の石狩，釧路，サ

ロベツ平野などの沖積低地には，高位，中間，

低位の３種の泥炭地が広く発達し，その面積は

約20万haとなっている（32頁・図２－１日本土

壌図参照）．これに対して，本州の泥炭地の面

積は10万ha前後とみられ，主として東北，北陸，

関東に分布する．その泥炭地の大部分は低位泥

炭地であり，そのうちのかなりの面積は，沖積

土でおおわれている埋没泥炭地である． 

北半球で，７月の平均気温20℃の等温線は，

洪積世における大陸氷河地帯の南限にほぼ相当

している．北米やヨーロッパ大陸の泥炭地は洪

積世の大陸氷河によって形成された湖沼に多く

発達し，その面積は莫大である．例えば，北欧

のフィンランドでは，全陸地面積の約３分の１

が泥炭地といわれる． 

⑥泥炭土の性質 

普通の鉱質土壌は，図２にみられるように，固 
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相，液相，気相の割合が２：１：１程度となって

いる．これに対して自然の排水を受けない泥炭

土では，大部分が液相，すなわち水分である． 

そしてわづかな固相も，鉱質土壌とは対照的に

大部分が有機物からできている．鉱質成分の混

入のない高位泥炭土では，固形分の90％以上が

有機物より成っている．このような泥炭土の組

成が，この土壌の特性を大きく支配している．

自然状態にある泥炭土の水分保持力はきわめて

大きいが，一度排水乾燥すると，著しく収縮す

るとともに，泥炭土自体の吸水能力も大きく低

下する．一方泥炭地の地盤沈下には種々の原因

があげられるが，その中でもっとも有力なのは，

排水による泥炭土の脱水収縮である．したがっ

て地盤の沈下量は排水が強いほど大きく，また

排水効果の大きい地表面がもっとも大きく関係

する．また沈下の程度は泥炭土の種類によって

異なり，鉱質成分が少なく，含水比の大きい高

位泥炭土がもっとも大きく，鉱質成分が多く含

水比が比較的小さい低位泥炭土では小さくなる． 

泥炭土は，毎年毎年植物遺体の堆積によって発

達するので，水平の板状構造となっている．し

たがって力学的性質も一般の鉱質土壌とは著し

く異なっている．もちろん，地耐力は鉱質土壌

に比べて著しく小さいが，水分条件や泥炭土の

種類によって異なる．排水による泥炭土の脱水

によって地耐力を高めることができる． 

泥炭土の容積重は，湿潤な自然状態では，大部

分が水であるので１に近い．しかし，乾燥する

と，その大部分は空気でおきかえられるので， 

 

 

容積重は著しく低下する．泥炭土の熱伝導度も

泥炭土の水分含量によって大きく左右される．

泥炭土が乾燥すると，容積比熱が小さくなり，

また伝導度も小さくなる． 

河川の氾らんや火山灰の降下などの影響のない

条件下で発達した泥炭土の有機物含量は，きわ

めて高いはずである．例えばドイツの泥炭土の

例をあげると，乾燥泥炭土中の有機物含量は，

高位泥炭土では98％，中間泥炭土では95％，そ

して低位泥炭土では90％となっている．これに

対してわが国の泥炭土の有機物はかなり低い．

北海道の平均値をみると，それぞれ64％，75％，

63％となっている． 

泥炭地の発達様式についての説明においてふれ

たように，高位泥炭土は貧栄養であり，中間泥

炭土は中栄養であり，低位泥炭土は富栄養泥炭

土である．しかしわが国の泥炭土では，河川の

氾らんや火山灰の影響のため，泥炭土の無機成

分の上からは泥炭土の栄養条件は明らかにされ

ない． 

泥炭土の有機組成の特徴は，他の鉱質土壌とち

がって，ヘミセルローズやセルローズのような

易分解性有機物がかなり含まれていることであ

る．したがって，泥炭土の腐植含量は全有機物

に対する割合が低く，しかも腐植化度の進まな

いものである． 

泥炭土は酸性土壌の代表的なものであるが，そ

れは塩基で飽和されていないカルボキシル基に

もとづくものである．また泥炭土では，ＮＨ４＋，

Ｋ＋，Ｃａ＋＋，Ｍｇ＋＋の陽イオンの保持力が弱く， 

 

 

流亡し易いのは，陽イオン交換反応に関係する

ものが大部分カルボキシル基によるためである． 

⑦泥炭地および泥炭土の利用 

わが国の泥炭地の大半は北海道に分布するが，

とくに気候条件に恵まれた石狩平野の泥炭地は

第二次大戦後大部分が水田として開発された．

泥炭地は排水と鉱質土の客土によって，高位収

穫田となり，また排水と酸性矯
きよう

正によって，立

派な畑地や草地にすることができる．また最近

の土地開発や道路建設は，地価の安い泥炭地に

も及んでいるが，地耐力および耐震性の弱さ，

脱水作用と有機物の分解に伴う地盤沈下は，今

日，大きな土木的問題となっている． 

泥炭土の用途は，農業上の直接的利用以外にも

数多く見出されている．これらを列挙すると，

燃料としての泥炭ブリケット，動力を得るため

の泥炭のガス化，充填および絶縁材料，フィル

ターベッド中の吸着剤としてのチャコールの生

産，ウィスキーの風味付け，きれいなミズゴケ

泥炭は外科の当て物の吸着剤や手当用品，ヨー

ロッパの保養地での泥炭浴場，敷わらや寝具材

料，泥炭紙の原料，園芸植物の保水材，堆肥の

原料，土壌改良剤，泥水の安定剤，移植用の泥

炭ポットなどきわめて多彩である． 

図・1－泥炭地の発達過程 

図２－鉱質土と泥炭土の三相分布割合の比較


